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川崎市（環境局・港湾局） 
川崎未来エナジー株式会社 
川崎臨港倉庫埠頭株式会社 

株式会社クレハ環境 
株式会社エネット 

 

川崎臨海部(川崎港)で実質再エネ電力の活用・環境価値の地産地消を実現！  
〜企業連携により川崎カーボンニュートラルコンビナート構想・ 

カーボンニュートラルポートの形成を支えます〜 
（川崎未来エナジー × 川崎臨港倉庫埠頭 × クレハ環境 × エネット） 

 

川崎市では、川崎臨海部におけるカーボンニュートラルの実現に向けて、臨海部の産業と港湾の
一体的な取組みを展開しており、川崎カーボンニュートラルコンビナート構想（以下「ＣＮＫ」）
を推進するとともに、カーボンニュートラルポートの形成（以下「ＣＮＰ」）を進めています。 

川崎未来エナジー株式会社（本社：川崎市幸区、代表取締役社長：井田 淳、以下「川崎未来エナ
ジー）、川崎臨海倉庫埠頭株式会社（本社：川崎市川崎区、代表取締役会長：髙橋 哲也、以下「川
崎臨港倉庫埠頭」）、株式会社クレハ環境（本社：福島県いわき市、代表取締役社長：並川 昌弘、
以下「クレハ環境」）、株式会社エネット（本社：東京都港区、代表取締役社長 谷口 裕昭、以下
「エネット」）は、川崎市が推進するＣＮＫおよびＣＮＰに関連する取組みとして、川崎臨海部（川
崎港）における実質再エネ電力の導入と環境価値の地産地消を実現しました。 

 

１ 取組みの概要 

本プロジェクトは、実質再エネ電力を活用した環境価値の地産地消を推進するため、川崎区千鳥
町に立地するクレハ環境ウェステックかながわ由来の環境価値を活用した実質再エネ電力を同じ
く川崎区千鳥町に立地する「川崎臨港倉庫埠頭」に供給し、環境価値の「地産地消」を実現するも
のです。電力需給は令和８年 4 月 1 日（水）に開始しました。 

 

 

 

＜ 事 業 ス キ ー ム ＞  



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本取組みの特長 
 （１）川崎臨海部由来の環境価値を 100％活用しカーボンニュートラルを実現 

 エネットが川崎臨港倉庫埠頭に供給する実質再エネ電力は、エネットがクレハ環境ウェス
テックかながわから産業廃棄物の焼却で発電する電力と、非ＦＩＴ非化石証書（再エネ指定
あり）を調達することで、環境価値を確保しています。川崎臨港倉庫埠頭は、建物や倉庫で
使用する電力について、川崎臨海部で創出された環境価値を 100％活用しカーボンニュート
ラルを実現しています。 
 

（２）事業者の連携 
発電した電気のバイオマス由来分（再生可能エネルギーに相当）の川崎市内での活用を模索していたク

レハ環境とその電気と環境価値を調達しているエネットが、地域のエネルギープラットフォームの役割を
めざす川崎未来エナジーと連携し、カーボンニュートラルの取組に積極的な川崎臨港倉庫埠頭へ提
案を行うことにより、川崎臨海部（川崎港）で実質再エネ電力の活用による地産地消を実現しました。 

なお、川崎臨港倉庫埠頭は、管理運営をしている川崎港コンテナターミナルにおいて国か
ら全国初となるＣＮＰ認証（コンテナターミナル）を受けるなど、カーボンニュートラルの
取組を積極的に推進しています。 

    

      
     

 

 

問い合わせ先 

 ・「本市の脱炭素の取組みに関すること」  
川崎市環境局脱炭素戦略推進室 戸井田 電話：044-200-1222 

「川崎臨港倉庫埠頭株式会社に関すること」 
川崎市港湾局経営企画課 海津 電話：044-200-3047 

・川崎未来エナジー株式会社   電話：044−201-7395 
・川崎臨港倉庫埠頭株式会社   企画部 大石 電話：044-266-8993 
・株式会社クレハ環境      かながわ管理部 高谷 電話：044-280-3810 
・株式会社エネット       経営企画部 梶川・清水 

電話：03-5733-2233 Mail：koho@ennet.co.jp 

川 崎 臨 港 倉 庫 埠 頭 株 式 会 社  
（川崎市川崎区千鳥町７−１） 

ク レ ハ 環 境 ウ ェ ス テ ッ ク か な が わ  
    （川崎市川崎区千鳥町６−１） 
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